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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が操作可能な操作手段を備えた遊技機であって、
　前記操作手段は、通常状態から、所定の操作態様による操作である特定操作を行うのに
適した準備状態に自動的に遷移することが可能なものであり、
　ある当否判定結果を報知する対象報知演出が開始されるよりも前の先の報知演出中に前
記操作手段が前記通常状態から前記準備状態へ遷移する準備動作が発生した場合であって
も、前記対象報知演出にて遊技者に対して前記特定操作を求める特定操作演出が実行され
る場合と、前記特定操作演出が実行されない場合とが発生しうることを特徴とする遊技機
。
【請求項２】
　前記先の報知演出にて前記準備動作が発生しなくても前記対象報知演出にて前記準備動
作が発生した上で前記特定操作演出が実行されることがあり、
　前記先の報知演出にて前記準備動作が発生した場合の方が、前記先の報知演出にて準備
動作が発生しない場合に比して、前記対象報知演出にて前記特定操作演出が実行される蓋
然性が高いことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１等に記載されるように、遊技者に対し、押しボタン等の操作手段の操作
を促す演出を実行することが可能な遊技機が公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１７－００６４５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、操作手段を用いた演出の趣向性を向上させることが
可能な遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するためになされた本発明にかかる遊技機は、遊技者が操作可能な操作
手段を備えた遊技機であって、前記操作手段は、通常状態から上方に向かって変位して所
定の操作態様による操作である特定操作を行うのに適した準備状態に自動的に遷移するこ
とが可能なものであることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明にかかる遊技機は、操作手段を用いた演出の趣向性を向上させることが可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態にかかる遊技機の外観斜視図である。
【図２】遊技盤およびその後方に固定された表示装置を示した図である。
【図３】表示装置に表示される識別図柄および保留図柄を示した図である。
【図４】操作手段が第一位置に位置した状態（通常状態）、および第二位置に位置した状
態（準備状態）を示した概略図である。
【図５】押し込み操作演出の概要を示した図である。
【図６】押し込み操作演出が発生する場合において、対象報知演出中に操作手段が通常状
態から準備状態に遷移するケースを示した図である。
【図７】押し込み操作演出が発生する場合において、先の報知演出中に操作手段が通常状
態から準備状態に遷移するケースを示した図である。
【図８】押し込み操作演出が発生する場合において、複数の先の報知演出に跨って操作手
段が通常状態から準備状態に遷移するケースを示した図である。
【図９】押し込み操作演出が発生する場合において、二つ先の報知演出中に操作手段が準
備状態に遷移し、一つ先の報知演出中に押し込み操作演出が発生せず、その後の対象報知
演出中に押し込み操作演出が発生するケースを示した図である。
【図１０】操作手段が通常状態から準備状態に遷移したものの、押し込み操作演出が発生
しないケースを示した図である。
【図１１】引き上げ操作演出の概要を示した図である。
【図１２】代替動作を説明するための図である。
【図１３】複合操作演出の概要を示した図である。
【図１４】複合操作演出において、第二操作有効期間の開始時点が種々変化しうることを
説明するためのタイムチャートである。
【図１５】第二操作有効期間を示すメータの表示手法を説明するための図である。
【図１６】可動役物の概要を説明するための図である。
【図１７】通常期間中に操作手段が復帰動作を行うケースを示した図である。
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【図１８】特定期間中に操作手段が復帰動作を行うケースを示した図である。
【図１９】通常期間中に操作手段が復帰動作を行うケースと、特定期間中に操作手段が復
帰動作を行うケースを比較するためのタイムチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
１）全体構成
　以下、本発明にかかる遊技機１の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。ま
ず、図１および図２を参照して遊技機１の全体構成について簡単に説明する。
【０００９】
　遊技機１は遊技盤９０を備える。遊技盤９０は、ほぼ正方形の合板により成形されてお
り、発射装置９０８（発射ハンドル）の操作によって発射された遊技球を遊技領域９０２
に案内する通路を構成するガイドレール９０３が略円弧形状となるように設けられている
。遊技領域９０２には、始動入賞口９０４、大入賞口９０６、アウト口９０７などが設け
られている。遊技盤９０の後方には表示装置９１が固定されている。当該表示装置９１の
表示領域９１１は、遊技盤９０に形成された開口９０１より視認される。表示領域９１１
の形状は適宜変更可能である。
【００１０】
　また、遊技領域９０２には、流下する遊技球が衝突することにより遊技球の流下態様に
変化を与える障害物としての遊技釘が複数設けられている。遊技領域９０２を流下する遊
技球は、遊技釘に衝突したときの条件に応じて様々な態様に変化する。
【００１１】
　このような遊技機１では、発射装置９０８を操作することにより遊技領域９０２に向け
て遊技球を発射する。遊技領域９０２を流下する遊技球が、始動入賞口９０４や大入賞口
９０６等の入賞口に入賞すると、所定の数の賞球が払出装置により払い出される。
【００１２】
　大当たりの抽選は、図示されない制御基板に設けられた当否判定手段が始動入賞口９０
４への遊技球の入賞を契機として実行する（このような始動入賞口９０４は複数設けられ
ていてもよい）。具体的には、始動入賞口９０４への遊技球の入賞を契機として乱数源か
ら数値（以下、当否判定情報と称することもある）が取得され、当該数値が予め定められ
た大当たりの数値と同じである場合には大当たりとなり、異なる場合にははずれとなる。
本実施形態では、公知の遊技機と同様に、大当たりとなる場合には、表示装置９１の表示
領域９１１に表示される識別図柄８０（図３参照）が所定の組み合わせ（例えば同じ図柄
の三つ揃い）となることによって報知され、それ以外の組み合わせが表示された場合には
はずれとなる。
【００１３】
　本実施形態では、上記当否判定のための数値が取得された順に当否判定結果の報知が開
始される（識別図柄８０（識別図柄群８０ｇ）の変動が開始される）こととなるが、ある
数値が取得されたときに、それより前に取得された数値に基づく当否判定結果が報知され
ている際には、当該ある数値に基づく当否判定結果の報知が開始されるまで、図示されな
い制御基板に設けられた記憶手段に記憶される。未だ当否判定結果の報知が開始されてい
ない数値（当該数値のそれぞれに対応するものが「保留（情報）」である。保留（情報）
は当否判定情報の下位概念であるといえる）の最大の記憶数（最大保留数）は適宜設定す
ることができる。本実施形態における記憶手段が記憶できる最大保留数は、一種の始動入
賞口９０４につき四つである。なお、本実施形態では、当否判定結果の報知が開始される
時点で、取得された数値が大当たりとなる数値か否かが判断されることとなるが、数値が
取得されたときに当否判定を行い、当否判定結果自体を記憶させておく構成としてもよい
。また、取得された数値は、当否判定結果を報知する演出の具体的な内容を決定するため
の数値としても利用される。
【００１４】
　本実施形態にかかる遊技機１では、記憶手段に記憶されている当否判定結果の報知が開
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始されていない取得された数値（当否判定情報）のそれぞれに対応するマークである保留
図柄７０が表示装置９１の表示領域９１１に表示される（図３参照）。本実施形態では、
数値が取得されたタイミングが早いものから（いわゆる保留消化が早いものから）順に左
から並ぶよう表示される。保留図柄７０を表示する専用の表示装置が設けられていてもよ
い。保留図柄７０の態様は常に同じであってもよいし、対応する当否判定結果が大当たり
となる蓋然性（以下、（大当たり）信頼度と称することもある）が高まったことを示唆す
る通常の保留図柄７０とは異なる態様の一または複数種の特殊図柄が設定されていてもよ
い。
【００１５】
　なお、遊技球を貯留する下皿や上皿など、本発明に関係のない遊技機１の構成要素は説
明を省略する。これらについては公知の遊技機と同様の構造のものが適用できる。
【００１６】
２）操作手段
２－１）操作手段の基本的構成
　本実施形態にかかる遊技機１は、遊技者が操作可能な操作手段１０を備える。操作手段
１０は、所定の方向に沿って移動することが可能な構造物である。本実施形態における操
作手段１０は「剣」を模した構造物である。操作手段１０は、原位置である第一位置と、
当該第一位置よりも上方（「上方」とは、水平方向よりも上向きのことをいう。また、「
下方」とは、水平方向よりも下向きのことをいう。以下同じ）の位置である第二位置との
間を移動することが可能である。なお、以下の説明における操作手段１０の位置等は、操
作手段１０が原位置である第一位置に位置した状態におけるものをいう。
【００１７】
　操作手段１０は、遊技機１の枠部２０（前面枠）に形成された収容空間内に入り込んだ
状態にある（図１等参照）。具体的には、枠部２０には上方に向かって開放する開口部が
形成された収容空間が形成されており、当該空間内に操作手段１０の一部（剣の「刃」の
部分）が入り込み、他の一部（剣の「鍔」「持ち手」の部分）が収容空間外（収容空間の
上方）に位置した状態にある。操作手段１０が第一位置から第二位置に変位（上方に向か
って変位）すると、収容空間内に入り込んでいた操作手段１０の一部（剣の「刃」の部分
）が収容空間外に露出する。
【００１８】
　第一位置（図４（ａ）参照）は、それ以上操作手段１０が下方に移動することができな
い位置である。第二位置（図４（ｂ）参照）はそれ以上操作手段１０が上方に移動するこ
とができない位置である。操作手段１０が第一位置に位置したこと（もしくは、ほぼ第一
位置に位置しているとみなすことができるような範囲内にあること）および第二位置に位
置したこと（もしくは、ほぼ第二位置に位置しているとみなすことができるような範囲内
にあること）は、図示されないセンサにより検出される。
【００１９】
　かかる操作手段１０に対し、電気的駆動源の動力が伝達可能に構成されている。本実施
形態にかかる駆動源はモータ３０である（図４参照）。モータ３０から操作手段１０に至
るまでの動力伝達機構の構成はどのようなものであってもよいから説明を省略する。モー
タ３０を一方に回転させることにより操作手段１０は第一位置から第二位置に変位する。
モータ３０を他方に回転させることにより操作手段１０は第二位置から第一位置に変位す
る。つまり、本実施形態にかかる操作手段１０は、遊技者の操作によらず、自動的に動作
することも可能である。
【００２０】
　遊技者が操作手段１０を操作すべき（操作可能な）タイミングでないときにおいては、
操作手段１０はロックされている。当該ロック機構はどのようなものであってもよい。本
実施形態では、励磁されたモータ３０のディティントトルクにより、操作手段１０を第一
位置から第二位置に容易に変位させることができないようにされている。
【００２１】
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　本実施形態においては、操作手段１０の操作態様として、二種類の操作態様が設定され
ている。一つは、操作手段１０を第一位置から第二位置に変位させる操作態様（以下、第
一操作態様と称することもある）であり、もう一つは操作手段１０を第二位置から第一位
置に変位させる操作態様である。第一操作態様は、操作手段１０を上方に向かって「引き
上げる」操作態様であるということができる。第二操作態様は、操作手段１０を下方に向
かって「押し込む」操作態様であるということができる。
【００２２】
２－２）操作手段を用いた各種演出等
　以下、上記操作手段１０を用いた各種演出や、操作手段１０に関する制御等について説
明する。
【００２３】
２－２－１）押し込み操作演出
　遊技者に対し、操作手段１０を「押し込む」よう操作すること、すなわち上述した第二
操作態様にて操作することを促す演出について説明する。押し込み操作演出では、遊技者
が操作手段１０を「押し込む」べきタイミングであることが把握できるような操作画像（
なお、「画像」というときは、静止画、動画の両方を含む。以下同じ）や、操作有効期間
（操作が演出に反映される期間）の経過時間または残り時間を示すタイマの画像が表示さ
れる（図５（ａ）参照）。これらの画像が表示されること自体は公知の操作演出と同様で
ある。押し込み操作が検出されたこと（もしくは操作有効期間が経過したこと）を契機と
して、遊技者に有利な状況となること（例えば大当たりに当選したこと）を示す成功結末
、または成功結末とならなかったことを示す失敗結末が実行される（図５（ｂ）参照）。
【００２４】
　本実施形態にかかる操作手段１０は、原位置である第一位置に位置した状態においては
それ以上下方に変位させること、すなわち「押し込む」ことができない。したがって、押
し込み操作演出を実行する場合には、操作手段１０を予め第一位置から第二位置に変位さ
せる。つまり、モータ３０を駆動し、操作手段１０を、通常状態（第一位置）から、押し
込み操作を行うのに適した準備状態（第二位置）に自動的に遷移させる。このように、本
実施形態では、原位置である第一位置に位置する状態においては実行することができない
操作態様（特定操作）にて、操作手段１０の操作を促す演出を実行することが可能である
。
【００２５】
　上述したように、当否判定結果は、識別図柄８０によって報知される。一つの当否判定
結果を報知する識別図柄８０の変動開始から変動停止までの一連の演出を報知演出とする
。押し込み操作演出は、当該報知演出の少なくとも一部として実行されることがある演出
である。基本的には、ある当否判定結果の報知演出（以下、対象報知演出と称することも
ある）において押し込み操作演出を実行することが決定された場合、基本的には、対象報
知演出が開始されてから（識別図柄８０の変動が開始されてから）、準備動作が開始され
、押し込み操作演出が発生するよりも前に当該準備動作が完了され、押し込み操作演出に
至ることになる（図６参照）。
【００２６】
　しかし、対象報知演出の時間（期間）が短い場合、対象報知演出が開始された後、準備
動作が開始されるのでは、準備動作の完了時点が押し込み操作演出の開始時点に間に合わ
ないおそれがある。そこで、本実施形態では、対象報知演出よりも前に実行される報知演
出（以下、先の報知演出と称することもある）中に、準備動作を開始させる（第一位置か
ら第二位置への移動を開始させる）ことがある。具体的には、対象報知演出に対応する当
否判定情報（以下、対象当否判定情報と称することもある）が保留情報として記憶手段に
記憶されている時点（対象報知演出が開始されていない時点）において、当該対象報知演
出中に押し込み操作演出が実行されることが決定された場合に、対象当否判定情報よりも
先に取得された当否判定情報に対応する先の報知演出中に準備動作を開始させることがあ
る（図７参照）。したがって、ある意味においては、当該準備動作の開始という事象は、
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対象報知演出において押し込み操作演出が発生することを事前に示唆するというものであ
るため、公知の先読み演出の一種であるということができる。
【００２７】
　準備動作は、押し込み操作演出の開始時点（操作有効期間の開始時点）までに完了すれ
ばよい。したがって、準備動作は、先の報知演出中に「開始」され、押し込み操作演出の
開始時点までに完了すればよい。したがって、準備動作の開始から完了までの期間は、先
の報知演出と対象報知演出に跨っていてもよい。
【００２８】
　ただし、準備動作は、対象報知演出が開始されるよりも前に「完了」されることが好ま
しい。つまり、図７に示した例のように、対象報知演出が開始されるよりも前に、操作手
段１０が第二位置（準備状態）に遷移することが完了していることが好ましい。このよう
にすることで、対象報知演出が開始された後すぐに押し込み操作演出を開始させることが
可能となるからである。
【００２９】
　上述したように、先の報知演出の時間を利用して準備動作を実行するのは、対象報知演
出の時間（期間）が短い場合があるから（対象報知演出が開始されてから準備動作を開始
するのでは準備動作の完了が間に合わないおそれがあるから）である。本実施形態では、
報知演出の時間（変動時間）は、複数種の候補時間のうちのいずれかが設定される。そし
て、当該複数種の候補時間のうち、所定の基準時間より短い一または複数種の候補時間の
いずれかが対象報知演出の時間として設定される場合には、先の報知演出を利用して準備
動作を行うようにする。つまり、対象報知演出の時間が、所定の閾値よりも短い時間とな
る場合には、準備動作の完了が間に合わないおそれがあるとして、先の報知演出を利用し
た準備動作を行うものとしている。
【００３０】
　本実施形態では、複数種の候補時間のうちの最も短い時間（以下、最短時間と称するこ
ともある）のみが、上記基準時間よりも短い時間として設定されている。つまり、対象報
知演出の時間として最短時間が設定される場合には、先の報知演出を利用した準備動作が
行われる。
【００３１】
　最短時間が設定される状況としては種々考えられる。例えば、記憶手段に記憶されてい
る保留情報の数が所定数以上である場合である。一般的に、保留情報の数が所定数以上で
あるときには、遊技の進行を早めるため、報知演出の時間（変動時間）が短くなる（短く
なりうる）よう制御することが知られている。このような制御手法を用いている場合には
、保留情報の数が所定数以上である場合に最短時間が設定される（設定されうる）ことに
なる。また、通常の遊技状態（低ベース状態）とは異なる遊技状態であって、始動入賞口
９０４への遊技球の入賞が容易な状態（高ベース状態、時間短縮遊技状態等と称される状
態）において、報知演出の時間（変動時間）が短くなるよう制御することが知られている
。このような制御手法を用いる場合には、始動入賞口９０４への遊技球の入賞が容易な状
態中に最短時間が設定される（設定されうる）ことになる。
【００３２】
　このように、本実施形態では、先の報知演出中に、操作手段１０を第一位置（通常状態
）から第二位置（準備状態）に遷移させる準備動作が開始されるよう制御することが可能
であるから、対象報知演出にて実行される押し込み操作演出において、準備動作が間に合
わない状況が生じてしまうのを防止することが可能である。
【００３３】
　本実施形態における上記構成はあくまで一例である。例えば以下のように変更、具体化
等してもよい。
【００３４】
ａ）準備動作は、複数の先の報知演出に跨って実行されることがあるようにしてもよい。
つまり、対象報知演出よりも一つ前の報知演出だけでなく、それよりもさらに前の一また



(7) JP 6872228 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

は複数の報知演出を利用して準備動作が実行されることがあるようにする（図８参照）。
準備動作に要するトータルの時間が長い場合に有効である。また、各報知演出の時間が連
続して短くなりやすい状態（上述した高ベース状態）において特に有効である。
【００３５】
　また、準備動作が、対象報知演出よりも二以上先の報知演出にて発生しうる設定として
もよい（図９参照）。例えば、準備動作が、対象報知演出よりも二つ先の報知演出にて発
生した場合、遊技者は、対象報知演出よりも一つ先の報知演出にて押し込み操作演出が発
生するのではないかという印象を受ける。しかし、実際には、当該一つ先の報知演出では
押し込み操作演出が発生せず（図９（ｃ）参照）、その後に実行される対象報知演出（図
９（ｄ）（ｅ）参照）にて押し込み操作演出が発生することになる。このような構成とす
ることで、押し込み操作演出が発生するタイミングが種々変化しうる（対象報知演出が容
易に把握できない）面白みのある構成となる。
【００３６】
ｂ）準備動作が発生したとき、対象報知演出において必ず押し込み操作演出が発生しない
ようにしてもよい。すなわち、本実施形態のように準備動作が発生したときには、１００
％の確率で対象報知演出において押し込み操作演出が発生するものとしてもよいし、準備
動作が発生した場合であっても対象報知演出において押し込み操作演出が発生しないケー
ス（図１０参照）が生じうるようにしてもよい。前者の場合は、準備動作の発生というも
のは、押し込み操作演出の発生を確実にする先読み演出ということになる。後者の場合は
、準備動作の発生というものは、（準備動作が発生しない場合に比して）押し込み操作演
出が発生する蓋然性が高まったことを示唆するに留まる先読み演出ということになる。
【００３７】
　なお、準備動作が発生したにも拘わらず、対象報知演出において押し込み操作演出が発
生しない場合は、モータ３０を駆動して第二位置（準備状態）に位置した操作手段１０を
第一位置（通常状態）に戻す（図１０（ｅ）参照）。当該戻す動作は、対象報知演出が終
了した後行うとよい。このようにすれば、対象報知演出が終了するまでは、押し込み操作
演出の発生に期待させる遊技性とすることが可能である。
【００３８】
　また、先の報知演出中に操作手段１０を第一位置から第二位置に変位させた（準備状態
とした）後、先の報知演出が終了するまでに操作手段１０を第二位置から第一位置に戻し
、対象報知演出にて押し込み操作演出が発生しないことを示すようにしてもよい。
【００３９】
２－２－２）引き上げ操作演出
　遊技者に対し、操作手段１０を「引き上げる」よう操作すること、すなわち上述した第
一操作態様にて操作することを促す（操作手段１０を第一位置から第二位置に変位させる
ことを求める）演出について説明する。引き上げ操作演出では、遊技者が操作手段１０を
「引き上げる」べきタイミングであることが把握できるような操作画像や、操作有効期間
（操作が演出に反映される期間）の経過時間または残り時間を示すタイマ画像が表示され
る（図１１（ａ）参照）。これらの画像が表示されること自体は公知の操作演出と同様で
ある。また、引き上げ操作演出発生時には、上述した操作手段１０のロックは解除される
。単独で実行される引き上げ操作演出においては（詳細を後述する複合操作演出の一部と
して実行されるものではない場合には）、引き上げ操作が検出されたこと（もしくは操作
有効期間が経過したこと）を契機として、遊技者に有利な状況となること（例えば大当た
りに当選したこと）を示す成功結末または成功結末とならなかったことを示す失敗結末が
実行される（図１１（ｂ）参照）。
【００４０】
　従来の遊技機は、押しボタンのような部材を、下向きに操作する操作を求める操作演出
が一般的であったところ、本実施形態における引き上げ操作演出は、操作手段１０を上向
きに操作させることを求めるものであるため、従来にない斬新な演出態様であるといえる
。
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【００４１】
　本実施形態における操作手段１０は、「剣」を模したものであって、遊技者は、当該「
剣」の持ち手部分を握り、操作手段１０を引き上げることになる。本実施形態では、持ち
手部分の上部は、その下部よりも断面（操作手段１０の操作方向に直交する平面で切断し
た断面）が大きい。具体的には、操作手段１０には、遊技者が触れる（握る）部分（接触
部１１）と、当該接触部１１の上側に形成された当該接触部１１よりも断面が大きい部分
（引掛部１２）が形成されているということである（図１参照）。遊技者が操作手段１０
を操作する際には引掛部１２が引掛りとなるため、遊技者は操作手段１０を引き上げ操作
しやすい。
【００４２】
　このような引き上げ操作演出が発生した場合、通常遊技者は操作手段１０を引き上げよ
うとすることになるが、操作手段１０を重力に逆らって変位させる操作態様であるため、
遊技者の負担が大きい。特に、女性やお年寄りなどには負担が大きい操作態様となる可能
性がある。
【００４３】
　そこで、本実施形態では、遊技者自らが操作手段１０の引き上げ操作を行わなくても、
遊技者が所定の代替動作を行った場合、駆動源であるモータ３０の動力によって操作手段
１０が自動的に第一位置から第二位置に変位するよう構成されている。代替動作の具体的
態様は、操作手段１０の引き上げ操作よりも容易な動作であればどのようなものであって
もよい。本実施形態では、操作手段１０とは異なる別の操作手段である押しボタン４０（
図１参照）を押し下げる操作を行うことが、代替動作として設定されている。つまり、引
き上げ操作演出の操作有効期間中に押しボタン４０の押し下げ操作を行った場合には、自
動的に操作手段１０が第一位置から第二位置に変位する、すなわち重力方向上向きに変位
することになる。したがって、操作手段１０の引き上げ操作を負担に感じる遊技者は、押
しボタン４０の押し下げ操作を行えばよいことになる。
【００４４】
　引き上げ操作演出中（引き上げ操作演出の操作有効期間中）に、代替動作の態様が示さ
れようにするとよい。具体的には、表示装置９１にて、押しボタン４０の押圧操作により
、操作手段１０が自動的に上昇すること（自らが引き上げ操作を行わなくてもよいこと）
が示される（代替動作表示４１）（図１２参照）。このように代替動作の態様が示される
ようにすることで、遊技者は容易に代替動作の態様を把握することが可能となる。
【００４５】
　なお、引き上げ操作演出は、後述する複合操作演出の一部（往動操作演出）として発生
しうるものである。当該複合操作演出にて操作手段１０を引き上げることを求められた際
においても、上記代替動作を行うことにより、操作手段１０が自動的に第一位置から第二
位置に変位する。その後、複合操作演出の他の一部（復動操作演出）として発生する押し
下げ操作演出にて、遊技者は操作手段１０の押し下げ操作を行うことができる。
【００４６】
　本実施形態における上記構成はあくまで一例である。例えば以下のように変更、具体化
等してもよい。
【００４７】
ａ）本実施形態では、引き上げ操作演出中（引き上げ操作演出の操作有効期間中）に、代
替動作の態様が表示装置９１等に示されることを説明したが、このように代替動作が示さ
れてしまうと、引き上げ操作演出の趣向性が低下してしまうおそれがある（引き上げなく
てもよい、ということを遊技者が把握してしまうと興醒めしてしまうおそれがある）とし
て、代替動作の態様が遊技者に対して示されないようにしてもよい。このような構成とし
ても、雑誌等のメディア、遊技店が設置する遊技説明等により代替動作の態様を遊技者に
知らせることができるという点において大きな問題にはならないといえる。また、代替動
作が、いわゆる「隠し演出」として機能して、遊技の趣向性を向上させることに寄与する
ことになるともいえる。
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【００４８】
ｂ）上記実施形態では、代替動作は、操作手段１０を引き上げる操作の代わりとなるもの
であることを説明したが、代替動作の対象はこのような「引き上げ操作」に限られるもの
ではない。遊技者の負担になると思われる操作が設定されている場合には、それよりも容
易な動作を代替動作として設定すればよい。
【００４９】
ｃ）代替動作は、押しボタン４０等、別の操作手段の操作に限られるものではない。遊技
者自らの行動が直接、または間接的に検出されるというものであればよい。例えば、所定
範囲内に入り込んだ物体を検出することが可能なセンサを設け、当該センサに遊技者の身
体の一部（手等）が入り込んだことを代替動作として設定することが考えられる。代替動
作の態様を表示装置９１等にて示すのであれば、「○○に手をかざせ」といった表示を行
えばよい。
【００５０】
２－２－３）複合操作演出
　遊技者に対し、操作手段１０を「引き上げる」よう操作する（第一操作態様にて操作す
る）ことを促した（図１３（ａ）参照）後、操作手段１０を「押し下げる」よう操作する
（第二操作態様にて操作する）ことを促す（図１３（ｂ）参照）ことが連続的に発生する
複合操作演出について説明する。複合操作演出においては、上記押し下げ操作演出および
引き上げ操作演出にて説明したように、遊技者が操作手段１０を操作すべきタイミングで
あることが把握できるような操作画像や、操作有効期間（操作が演出に反映される期間）
の経過時間または残り時間を示すタイマ画像が表示される。複合操作演出においては、押
し下げ操作が検出されたこと（もしくは押し下げ操作のために設定された操作有効期間が
経過したこと）を契機として、遊技者に有利な状況となること（例えば大当たりに当選し
たこと）を示す成功結末または成功結末とならなかったことを示す失敗結末が実行される
（図１３（ｃ）参照）。
【００５１】
　複合操作演出は、操作手段１０を、第一位置から第二位置に変位させた後、第二位置か
ら第一位置に変位させるというものである。つまり、操作手段１０を往復動作させる演出
であるといえる。したがって、複合操作演出は、その前半部分として操作手段１０を往動
操作する「往動操作演出」、後半部分として操作手段１０を復動操作する「復動操作演出
」が設定されたものであるということができる。なお、本実施形態における複合操作演出
は、操作手段１０を一往復させるものであって、操作手段１０を複数回往復させるもので
はない。また、一般的な「押しボタン」等を一回押圧操作することも操作手段を往復させ
ているといえるが、かかる操作態様は、押しボタンが下方に移動した後、上方に移動する
ものであるという点（往動時と復動時の操作手段の変位方向が逆である点）で本実施形態
における複合操作演出とは相違する。また、本実施形態における複合操作演出は操作手段
１０の上方への変位は基本的には遊技者の力によってなされるものである一方、一般的な
押しボタンはばね等の付勢部材によって強制的に上方へ変位させられるものであるという
点で相違する。
【００５２】
　本実施形態では、第一操作態様による引き上げ操作演出は、複合操作演出の一部として
ではなく、単体で発生する（押し下げ操作演出を伴わない）ことがある。同様に、第二操
作態様による押し下げ操作演出は、複合操作演出の一部としてではなく、単体で発生する
（引き上げ操作演出を伴わない）ことがある。そして、演出後に遊技者に有利な状況（例
えば、大当たりが報知される状況）に移行する蓋然性（いわゆる信頼度）は、単体で発生
する引き上げ操作演出や、単体で発生する押し下げ操作演出に比して、複合操作演出の方
が高く設定されている。
【００５３】
　往動操作演出の具体的態様は、上記引き上げ操作演出と同じものとすることができる。
遊技者に対して求める操作手段１０の操作態様は、「引き上げ操作」という点で同じであ
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るからである。ただし、引き上げ操作演出が単体で発生する場合（押し下げ操作演出を伴
わない場合）と、複合操作演出の一部として引き上げ操作演出が発生する場合とでは態様
を異ならせること（例えば、操作を促す画像を変化させる）ことが好ましい（本実施形態
では、操作手段１０の操作方向を示す矢印の画像が異なる）。これにより、遊技者は、引
き上げ操作演出が単体で発生しているのか、複合操作演出の一部として引き上げ操作演出
が発生しているのかを容易に区別することが可能となる。また、引き上げ操作演出が単体
で発生した場合と、複合操作演出が発生した場合とでは、演出後に遊技者に有利な状況に
移行する蓋然性（いわゆる信頼度）が異なるよう設定されているときには、両者を区別す
ることができるようにすることは特に重要である。
【００５４】
　復動操作演出の具体的態様は、上記押し下げ操作演出と同じものとすることができる。
遊技者に対して求める操作手段１０の操作態様は、「押し下げ操作」という点で同じであ
るからである。ただし、押し下げ操作演出が単体で発生する場合（引き上げ操作演出の後
発生するものではない場合）と、複合操作演出の一部として押し下げ操作演出が発生する
場合とでは態様を異ならせること（例えば、操作を促す画像を変化させる）ことが好まし
い（本実施形態では、操作手段１０の操作方向を示す矢印の画像が異なる）。これにより
、遊技者は、押し下げ操作演出が単体で発生しているのか、複合操作演出の一部として押
し下げ操作演出が発生しているのかを容易に区別することが可能となる。また、押し下げ
操作演出が単体で発生した場合と、複合操作演出が発生した場合とでは、演出後に遊技者
に有利な状況に移行する蓋然性（いわゆる信頼度）が異なるよう設定されているときには
、両者を区別することができるようにすることは特に重要である。
【００５５】
　複合操作演出を構成する往動操作演出および復動操作演出のそれぞれにおいて、操作手
段１０の操作が有効となる操作有効期間が設定される。以下、往動操作演出において設定
される操作有効期間を第一操作有効期間と、復動操作演出において設定される操作有効期
間を第二操作有効期間と称することもある。
【００５６】
　第一操作有効期間が開始される時点は、複合操作演出の開始時点を基準とすれば一定で
ある。つまり、複合操作演出（往動操作演出）の開始と同時、または開始から一定時間経
過後に、第一操作有効期間が開始される（図１４（ａ）～（ｃ）参照）。
【００５７】
　一方、第二操作有効期間が開始される時点は、複合操作演出の開始時点を基準とした場
合には一定ではない。具体的には、往動操作演出の第一操作有効期間において操作手段１
０の引き上げ操作（第二位置への変位）が完了した時点（以下、第一操作完了時点と称す
ることもある）に応じて変化しうる。具体的には以下の通りである。
【００５８】
　第二操作有効期間が開始される時点は、第一操作完了時点（第一操作がなされなかった
場合には、第一操作有効期間の終了時点をいう。以下同じ）と同時、または一定時間経過
後である。本実施形態では、どのようなケースであっても、第一操作完了時点から時間Ｔ
の経過後に第二操作有効期間が開始される（図１４（ａ）～（ｃ）参照）。つまり、第二
操作有効期間が開始される時点は、第一操作完了時点を基準とすれば一定である。しかし
、第一操作完了時点は、往動操作演出において遊技者がどの程度操作手段１０の操作を完
了させたかに応じて変化するものであるため、複合操作演出の開始時点を基準とすれば、
第二操作有効期間が開始される時点は一定でないということになる。このように設定され
ているため、第一操作完了時点が早くなればなるほど、すなわち往動操作演出において遊
技者が操作手段１０の引き上げ操作を早く完了させればさせるほど、第二操作有効期間の
開始時点は（複合操作演出の開始時点を基準として）早くなる。
【００５９】
　このように設定している理由は、複合操作演出は、遊技者に対し、操作手段１０を異な
る操作態様で連続的に操作することを求めるものであるからである。仮に、複合操作演出
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の開始時点を基準として、第二操作有効期間の開始時点が一定であると仮定すると、操作
手段１０の引き上げ操作が早く行われるほど、引き上げ操作の完了から、押し下げ操作が
有効となるまでの期間が長くなってしまう。複合操作演出は、操作手段１０を「連続」し
て操作することが醍醐味であるともいえるため、引き上げ操作の完了から押し下げ操作が
有効となるまでの期間が必要以上に長くなると遊技者が興醒めしてしまうおそれがある。
したがって、本実施形態では、往動操作演出において遊技者が操作手段１０の引き上げ操
作を早く完了させればさせるほど、第二操作有効期間の開始時点が早くなるよう設定して
いる。換言すれば、往動操作演出において遊技者が操作手段１０の引き上げ操作を早く完
了させればさせるほど、往動操作演出が早く終了し、復動操作演出が早く開始されるとも
いえる。
【００６０】
　また、往動操作演出において遊技者が操作手段１０の引き上げ操作を早く完了させれば
させるほど、第二操作有効期間の長さ（第二操作がなされなかったと仮定した場合の長さ
をいう）が長くなるように設定されている。具体的には、本実施形態では、複合操作演出
の開始時点を基準とすれば、第二操作有効期間の終了時点（第二操作がなされなかったと
仮定した場合の終了時点）は一定である（図１４（ａ）～（ｃ）参照）。つまり、複合操
作演出の開始から、所定時間経過後に第二操作有効期間の終了時点に到達するよう設定さ
れる。ただし、第二操作有効期間中に操作手段１０の押し下げ操作がなされた場合には、
遊技者に有利な状況するか否かを示す結末部分の演出（遊技者に有利な成功結末、または
遊技者に不利な失敗結末のいずれか）が実行されることになるため、実際に第二操作有効
期間の終了時点が訪れるのは第二操作有効期間中に操作手段１０の押し下げ操作がなされ
なかった場合である。
【００６１】
　つまり、複合操作演出を実行するのに要する時間は、第一操作有効期間の時間と第二操
作有効期間の時間を足し合わせた時間以上の長さに設定されているところ、往動操作演出
において遊技者が使用しなかった第一操作有効期間の残り時間が、第二操作有効期間に加
えられる構成とされている（図１４（ａ）～（ｃ）参照）。例えば、第一操作有効期間お
よび第二操作有効期間の基準時間（デフォルトの時間）がともに５秒であるとする。この
場合、第一操作有効期間の開始から３秒後に操作手段１０の引き上げ操作が完了した場合
には、第二操作有効期間の長さは、（５－３）＋５＝７秒となる。なお、このような計算
を行う上で有効桁数は、適宜設定することができる（例えば、０．１秒以下の単位は切り
捨てるような設定とすることができる）。
【００６２】
　本実施形態では、複合操作演出に要するトータルの演出時間（開始から終了までの時間
）は一定である（図１４（ａ）～（ｃ）参照）。上記のように、第二操作有効期間の終了
時点が一定となるようにすれば、複合操作演出に要するトータルの時間を一定にすること
は容易である。結末部分の長さを調整するだけで、複合操作演出に要するトータルの時間
を一定にすることができるからである。本実施形態では、どのようなタイミングで操作手
段１０の操作がなされたとしても、複合操作演出の開始から終了までの時間は一定である
。また、複合操作演出は、ある当否判定結果を報知する報知演出の少なくとも一部として
実行されるものであるため、当該複合操作演出に要する時間を一定とすることで、報知演
出に複合操作演出を組み込む制御が容易になる。
【００６３】
　また、上述したように、第二操作有効期間の実際の長さは、種々変化する。第二操作有
効期間中には、当該有効期間の残り時間または経過時間を示すメータが表示される。本実
施形態では、初期状態における当該メータの大きさ（デフォルトの大きさ）は一定とされ
る（図１５（ａ））。ただし、実際に設定される第二操作有効期間の長さに応じて当該メ
ータ（時間を示す要素）が減少または増加する速度が変化する。例えば、時間経過ととも
にメータが減少していく構成とする場合、第二操作有効期間の時間が５秒に設定されたと
き（デフォルトの時間が設定されたとき）に比して、７秒に設定されたとき（２秒加算さ
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れたとき）の方が、メータが減少する速度が速くなるように設定される（図１５（ａ）（
ｂ）参照）。つまり、第二操作有効期間が終了するタイミングでメータが０となるような
速度で表示される。初期状態におけるメータの大きさは一定であるため、実際に設定され
た第二操作有効期間の時間の長さに応じて、メータの減少速度が変化することになる。
【００６４】
　本実施形態における上記構成はあくまで一例である。例えば以下のように変更、具体化
等してもよい。
【００６５】
ａ）上記実施形態における複合操作演出は、操作手段１０を第一操作態様にて操作するこ
とを促す往動操作演出の後、操作手段１０を第二操作態様にて操作することを促す復動操
作演出が発生するものであることを説明したが、往動操作演出と復動操作演出にて促され
る操作態様が逆であってもよい。
ｂ）上記実施形態における複合操作演出の往動操作演出にて、上述した代替動作が適用さ
れる構成とする場合には、代替動作がなされた時点が、操作手段１０が第一操作態様にて
操作された時点に置き換えられる。
【００６６】
２－２－４）操作手段の動作時期の制御
　本実施形態にかかる操作手段１０は、駆動源であるモータ３０の動力により、遊技者が
関与せずに自動的に動作させることが可能なものである。具体的には、第一位置から第二
位置に移動させる動作（以下、第一動作と称することもある）と、第二位置から第一位置
に移動させる動作（以下、第二動作と称することもある）が発生しうる。上述したように
、第一動作は、押し下げ操作演出に適した準備状態に遷移させる際に発生する。第二動作
は、押し下げ操作演出において遊技者による押し下げ操作がなされなかった際に発生する
。つまり、第二操作は、準備状態に遷移した操作手段１０を通常状態に戻す復帰動作とみ
ることができる。このように、本実施形態における操作手段１０は、遊技者が関与せずに
自動的に動作することが可能な可動体の一種である。
【００６７】
　本実施形態にかかる遊技機１は、演出効果を高めるための可動体であって、電気的駆動
源（例えばモータ）によって動作する可動役物５０（ギミック等とも称さされる）を備え
る。当該可動役物５０は、原位置と演出位置との間を往復動作することが可能なものであ
る。原位置から演出位置に変位するだけでなく、その形態を変化せるものであってもよい
。本実施形態にかかる可動役物５０は、原位置から演出位置に変位することで対象の当否
判定結果が大当たりとなる蓋然性（いわゆる大当たり信頼度）が高まったことを示したり
、大当たり等の遊技者に有利な事象が発生することを示したりするものである。当該可動
役物５０は、上記操作手段１０とは異なる別の可動体であるとみることもできる。可動役
物５０の具体的な構成やその動作態様はどのようなものであってもよい。本実施形態では
、原位置において枠部２０の上側に設けられた収容部２１に収容された状態にあるものが
、演出位置において当該収容部２１の上側で露出するように設けられた可動役物５０を備
える（図１、図１６参照）。
【００６８】
　本実施形態では、復帰動作としての第二動作は、基本的には、押し下げ操作演出におい
て遊技者による押し下げ操作がなされなかった際、当該押し下げ操作演出において設定さ
れた操作有効期間終了後の所定期間（以下、通常期間と称することもある）に行う（図１
７、図１９（ａ）参照）。
【００６９】
　ただし、押し下げ操作演出の結末として、遊技者に有利な事象が発生すること（大当た
りに当選したこと等）を示す結末（成功結末）が実行される場合には、上記可動役物５０
が動作する。本実施形態では、かかる可動役物５０の動作と、操作手段１０の復帰動作が
同時期に発生しないように制御される。ともに電気的駆動源により動作する可動役物５０
と操作手段１０の両方を動作させてしまうと、当該時期における消費電流量が著しく大き
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くなってしまうからである。
【００７０】
　したがって、押し下げ操作演出の結末が成功結末となるために、可動役物５０が動作す
る場合には、通常期間とは異なる期間（以下、特定期間と称することもある）に操作手段
１０を復帰動作させる。特定期間は、可動役物５０の動作（可動役物動作期間）が終了し
た後、すなわち、原位置に位置する可動役物５０が演出位置に変位し、それが再び原位置
に戻った後に設定される（図１８、図１９（ｂ）参照）。つまり、特定期間は、通常期間
よりも後に設定される期間であるといえる。
【００７１】
　これらの点をまとめると次のようになる。押し下げ操作演出が発生する際には、操作有
効期間が開始されるよりも前に、操作手段１０が第一位置（通常状態）から第二位置（準
備状態）に遷移する。操作有効期間中に押し下げ操作がなされなかった場合であって、押
し下げ演出の結末が成功結末ではない結末（失敗結末）となる場合には、操作有効期間経
過後の通常期間中に操作手段１０が復帰動作（第二動作）する（図１７、図１９（ａ）参
照）。遊技者の安全等を考慮し、できるだけ早く操作手段１０を第一位置に戻すべきであ
るとするのであれば、（操作手段１０の押し下げ操作がなされなかった）操作有効期間が
終了すると同時に通常期間が開始されるようにするとよい。つまり、通常期間の少なくと
も一部または全部が、失敗結末が実行されている期間と重複するように設定されることが
好ましい。一方、押し下げ演出の結末が成功結末となる場合には、可動役物５０の動作（
原位置→演出位置→原位置という一連の動作）が完了した後の特定期間中に操作手段１０
が復帰動作（第二動作）する（図１８、図１９（ｂ）参照）。遊技者の安全を考慮し、で
きるだけ早く操作手段１０を第一位置に戻すべきであるとするのであれば、可動役物５０
が原位置に戻ると同時に特定期間が開始されるようにすることが好ましい。可動役物５０
の動作が成功結末の実行中に終了するのであれば、特定期間の少なくとも一部は、成功結
末が実行されているときに設定することも可能である。押し下げ操作演出における操作有
効期間の終了時点を基準とすれば、特定期間は、通常期間よりも後に設定されているとい
える。
【００７２】
　このように、本実施形態では、操作手段１０を復帰動作させることが必要であるときに
は、可動役物５０の動作時期に応じて、操作手段１０が復帰動作させる時期が変化するよ
う制御する。具体的には、操作手段１０の復帰動作が行われる期間と、可動役物５０が動
作する期間が重複しないよう制御する。これにより、両者が同時に動作することによりあ
る期間において消費電流が著しく大きくなってしまうことが抑制される（予め決められた
電流制限を超過してしまうことが防止される）。
【００７３】
　本実施形態における上記構成はあくまで一例である。例えば以下のように変更、具体化
等してもよい。
【００７４】
ａ）操作手段１０とは異なる別の可動体に相当するものが複数設けられていてもよい。こ
の場合には複数の別の可動体のいずれかが動作する場合、当該動作期間と操作手段１０の
動作期間が重複しないように制御する。
【００７５】
ｂ）押し下げ操作演出における操作有効期間の終了時点を基準として、通常期間が特定期
間と同じ時期に設定される構成、通常期間と特定期間の一部の時期が重複するように設定
される構成、通常期間が特定期間よりも後に設定される構成としてもよい。このようにし
ても、操作手段１０と可動役物５０の動作する時期が重複してしまうことが防止される。
ただし、遊技者の安全等を考慮するのであれば、可動役物５０が動作しないときにはでき
るだけ早く操作手段１０を第一位置に戻すべきであるため、本実施形態のように、操作有
効期間の終了時点を基準として、通常期間が特定期間よりも前に設定されている構成とす
ることが好ましい。
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【００７６】
ｃ）可動役物５０の動作を遊技者が制御可能な構成である場合には、（押し下げ操作演出
における操作有効期間の終了時点を基準とした）特定期間が開始されるタイミングが変化
しうるものとしてもよい。例えば、演出位置に位置した可動役物５０を原位置に戻す遊技
者が操作可能なボタン等（原点復帰用操作手段６０）が設けられているとする。つまり、
遊技者が自らの意思で、可動役物５０を本来よりも早いタイミングで原位置に戻すことが
可能である構成とする。このとき、可動役物５０が原位置に戻ったことが検出されると同
時または所定時間経過後に特定期間が開始されるとする。この場合には、可動役物５０が
原位置に戻ったタイミングが早くなるほど、特定期間が開示されるタイミングが早くなる
ことになる。このように、可動役物５０が原位置に戻るタイミングに合わせて、特定期間
が開始されるタイミングが変化するようにするようにすれば、可能な限り早く操作手段１
０が復帰動作を開始することになる。
【００７７】
ｄ）本実施形態は、可動体の一つを操作手段１０とし、それとは別の可動体を可動役物５
０として、両者の動作が重複しないように制御するものであるが、対象となる可動体はこ
れに限られない。電気的駆動源により動作する可動体であればよい。例えば、演出効果を
高めるための可動体が複数設けられているのであれば、これらの可動体が動作する期間が
重複しないように、各可動体の動作時期を変化させることができる構成とすればよい。な
お、遊技領域９０２に設けられる流下する遊技球に作用する可動体、いわゆる電動チュー
リップや、大入賞口９０６を開閉するアタッカー等は、消費電力量がそれほど大きくない
として、上記制御対象に含める必要はない。駆動させるために必要な消費電力量が大きい
（所定の閾値以上である）可動体を、上記制御対象に含めるとよい。
【００７８】
ｅ）本実施形態では、操作有効期間中に操作がなされなかった場合における操作手段１０
の復帰動作（第二動作）を対象として、上記のような制御が実行されることを説明したが
、操作手段１０の他の動作、例えば第一動作を対象として上記のような制御が実行される
ようにしてもよい。つまり、操作手段１０が第一動作する期間と、可動役物５０が動作す
る期間が重複しないように制御される構成としてもよい。
【００７９】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施形態に何ら限定
されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【００８０】
　上記実施形態から得られる具体的手段（遊技機）を以下に列挙する。
【００８１】
○手段１－１
　遊技者が操作可能な操作手段を備えた遊技機であって、
　前記操作手段は、通常状態から、所定の操作態様による操作である特定操作を行うのに
適した準備状態に自動的に遷移することが可能なものであることを特徴とする遊技機。
　上記遊技機は、操作手段の操作（特定操作）を促す前に、操作手段が自動的に準備状態
に遷移するという斬新な面白みのある演出を実行することが可能である。
【００８２】
○手段１－２
　ある当否判定結果を報知する対象報知演出中に、遊技者に対して前記特定操作を求める
特定操作演出が実行される場合、当該対象報知演出が開始されるよりも前に、前記操作手
段の前記通常状態から前記準備状態への遷移を開始させる場合があることを特徴とする手
段１－１に記載の遊技機。
　このような構成とすれば、対象報知演出が開始されるよりも前に、操作手段が通常状態
から準備状態への遷移を開始していることになるから、対象報知演出の時間が短い場合で
あっても、対象報知演出において特定操作を促す演出を発生させることが可能となる。
【００８３】



(15) JP 6872228 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

○手段１－３
　前記対象報知演出が開始されるよりも前に、前記操作手段の前記通常状態から前記準備
状態への遷移を完了させる場合があることを特徴とする手段１－２に記載の遊技機。
　このような構成とすれば、対象報知演出が開始されるよりも前に、操作手段が通常状態
から準備状態への遷移を完了していることになるから、対象報知演出の時間が短い場合で
あっても、対象報知演出において特定操作を促す演出を発生させることが可能となる。
【００８４】
○手段１－４
　当否判定結果を報知する報知演出の時間は、複数種の候補時間のうちのいずれかに設定
されるよう構成されており、
　前記対象報知演出の時間として、前記複数種の候補時間のうち、所定の基準時間よりも
短い一または複数種の時間のいずれかが設定された場合に、当該対象報知演出が開始され
るよりも前に、前記操作手段の前記通常状態から前記準備状態への遷移を開始させる場合
があること特徴とする手段１－２または１－３に記載の遊技機。
　このように、対象報知演出の時間として所定時間よりも短い時間が設定される場合に上
記制御は有効である。
【００８５】
○手段１－５
　前記対象報知演出の時間として、前記複数種の候補時間のうちの最も短い時間が設定さ
れた場合に、当該対象報知演出が開始されるよりも前に、前記操作手段の前記通常状態か
ら前記準備状態への遷移を開始させる場合があることを特徴とする手段１－４に記載の遊
技機。
　このように、対象報知演出の時間として最も短い時間が設定される場合に上記制御は有
効である。
【００８６】
○手段２－１
　遊技者が操作可能な操作手段と、
前記操作手段を重力方向上向きに操作させることを求める操作演出を実行する演出実行手
段と、
を備えることを特徴とする遊技機。
　上記遊技機は、操作手段を重力方向上向きに操作することを遊技者に求めるという斬新
な演出を実行することが可能である。
【００８７】
○手段２－２
　前記操作演出は、遊技者に対し前記操作手段を第一位置から第二位置に変位させること
を求める演出であって、遊技者が所定の代替動作を行った場合、前記操作手段が自動的に
前記第一位置から前記第二位置に変位するように構成されていることを特徴とする手段２
－１に記載の遊技機。
　このような構成とすることにより、遊技者の負担を低減することが可能となる。
【００８８】
○手段２－３
　前記操作手段とは異なる別の操作手段を備え、
　前記代替動作は、前記別の操作手段の操作であることを特徴とする手段２－２に記載の
遊技機。
　このような構成とすれば、別の操作手段の操作によって、当該別の操作手段とは異なる
操作手段が変位するという面白みのある演出態様となる。
【００８９】
○手段２－４
　前記代替動作として設定されている前記別の操作手段の操作態様は、当該別の操作手段
を重力方向下向きに変位させるものであることを特徴とする手段２－３に記載の遊技機。
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　このように、代替動作として設定される別の操作手段の操作態様は、遊技者の負担が低
いものであることが好ましい。
【００９０】
○手段２－５
　前記操作演出において、前記代替動作の態様が遊技者に対し示されないことを特徴とす
る手段２－２から手段２－４のいずれかに記載の遊技機。
　このような構成とすることで、代替動作がいわゆる「隠し演出」的に作用することにな
る。
【００９１】
○手段２－６
　前記操作演出において、前記代替動作の態様が示されることを特徴とする手段２－２か
ら手段２－４のいずれかに記載の遊技機。
　このような構成とすれば、操作手段の重力方向上向きの操作に負担を感じる遊技者は、
迷うことなく代替動作を行うことができる。
【００９２】
○手段３－１
　第一位置と第二位置との間を変位することが可能な操作手段と、
前記操作手段を前記第一位置から前記第二位置に向かって変位させるよう操作することを
遊技者に促す往動操作演出、および当該往動操作演出の後、前記操作手段を前記第二位置
から前記第一位置に向かって変位させるよう操作することを遊技者に促す復動操作演出を
含む複合操作演出を実行する演出実行手段と、
を備えることを特徴とする遊技機。
　上記遊技機は、操作手段を往復動作することを遊技者に求めるという斬新な演出を実行
することが可能である。
【００９３】
○手段３－２
　前記往動操作演出および前記復動操作演出のそれぞれにおいて、前記操作手段の操作が
有効となる操作有効期間が設定され、
　前記復動操作演出における操作有効期間の開始時点は、前記往動操作演出にて前記操作
手段の操作が完了した時点に応じて変化しうることを特徴とする手段３－１に記載の遊技
機。
　このような構成とすることで、往動操作の完了時点から、復動操作が有効となる時間の
開始までが著しく長くなってしまうこと等が抑制される。
【００９４】
○手段３－３
　前記往動操作演出にて前記操作手段の操作が完了した時点から、前記復動操作演出にお
ける操作有効期間の開始時点までの時間は一定であることを特徴とする手段３－２に記載
の遊技機。
　このような構成とすることで、遊技者は、テンポよく往動操作から復動操作に移ること
が可能となる。
【００９５】
○手段３－４
　前記往動操作演出にて前記操作手段の操作が完了した時点が早くなるほど、前記復動操
作演出における操作有効期間の開始時点が早まることを特徴とする手段３－３に記載の遊
技機。
　このような構成とすることで、往動操作の完了時点から、復動操作が有効となる時間の
開始までが長くなってしまうことが抑制される。
【００９６】
○手段３－５
　前記往動操作演出にて前記操作手段の操作が完了した時点が早くなるほど、前記復動操
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作演出における操作有効期間の長さが長くなることを特徴とする手段３－３または手段３
－４に記載の遊技機。
　このような構成とすることで、複合操作演出のトータルの時間が著しく短くなってしま
うことが抑制される。
【００９７】
○手段３－６
　前記復動操作演出における操作有効期間の終了時点は、前記往動操作演出にて前記操作
手段の操作が完了した時点によらず一定であることを特徴とする手段３－２から手段３－
５のいずれかに記載の遊技機。
　このような構成とすることで、複合操作演出の制御が容易になる。
【００９８】
○手段３－７
　前記復動操作演出において操作有効期間の残り時間または経過時間を示すメータが表示
され、前記往動操作演出にて前記操作手段の操作が完了した時点に応じて、当該メータが
減少または増加する速度が変化するように構成されていることを特徴とする手段３－６に
記載の遊技機。
　上記のような構成とすることで、その都度変化しうる復動操作演出における操作有効期
間の長さに応じた違和感のないメータの表示を実現することが可能となる。
【００９９】
○手段３－８
　前記複合操作演出の開始から終了までの時間は一定であることを特徴とする手段３－６
または手段３－７に記載の遊技機。
　このような構成とすることで、複合操作演出の制御が容易になる。
【０１００】
○手段４－１
　遊技者が関与せずに自動的に動作することが可能な可動体と、
前記可動体とは異なる、遊技者が関与せずに自動的に動作することが可能な一または複数
種の別の可動体と、
前記可動体および前記別の可動体の動作を制御する可動制御手段と、
を備え、
　前記可動制御手段は、前記可動体を自動的に動作させることが必要であるとき、前記別
の可動体の動作時期に応じて、前記可動体の動作時期を変化させることを特徴とする遊技
機。
　このような構成とすることで、ある期間において消費電流量が著しく大きくなってしま
うことが抑制される。
【０１０１】
○手段４－２
　前記可動制御手段は、前記別の可動体が動作しているとき、前記可動体が動作しないよ
うに制御することを特徴とする手段４－１に記載の遊技機。
　このような構成とすることで、可動体と別の可動体の両方が動作することにより、消費
電流量が著しく大きくなってしまうことが抑制される。
【０１０２】
○手段４－３
　前記可動体は、遊技者が操作可能な操作手段であることを特徴とする手段４－１または
手段４－２に記載の遊技機。
　可動体の一例としては、遊技者が操作可能な操作手段が考えられる。
【０１０３】
○手段４－４
　前記操作手段は、通常状態から、所定の操作態様による操作である特定操作を行うのに
適した準備状態に自動的に遷移することが可能なものであり、
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　前記特定操作を行うことを遊技者に求める操作演出において、前記操作手段が前記通常
状態から前記準備状態に遷移したものの、遊技者による前記特定操作が行われなかった場
合に、前記操作手段が自動的に前記準備状態から前記通常状態に戻る復帰動作が行われる
ように構成されており、
　前記可動制御手段は、前記別の可動体の動作時期に応じて、前記操作手段の前記復帰動
作の時期を変化させることを特徴とする手段４－３に記載の遊技機。
　操作手段の復帰動作は、基本的にはいつ行ってもよいものであるから、当該復帰動作の
タイミングを変化させることで、ある期間において消費電流量が著しく大きくなってしま
うことを抑制するとよい。
【０１０４】
○手段４－５
　前記操作演出は、遊技者に有利な事象が発生する場合の少なくとも一部において、前記
別の可動体が動作する成功結末が実行されるものであり、
　前記成功結末となるときに遊技者による前記前記特定操作が行われなかった場合には、
前記別の可動体の動作が完了した後前記操作手段の前記復帰動作が行われることを特徴と
する手段４－４に記載の遊技機。
　このようにすることで、操作手段と別の可動体の両方が動作することにより、消費電流
量が著しく大きくなってしまうことが抑制される。
【０１０５】
○手段４－６
　前記操作演出は、遊技者に有利な事象が発生しない場合には、前記別の可動体が動作し
ない失敗結末が実行されるものであり、
　前記失敗結末となるときに遊技者による前記特定操作が行われなかった場合には、前記
操作演出において前記操作手段の操作が演出上反映される操作有効期間の終了後に前記操
作手段の前記復帰動作が行われることを特徴とする手段４－５に記載の遊技機。
　遊技者の安全性の観点から、別の可動体が動作しない場合には、操作手段の復帰ができ
るだけ早くなされるようにするとよい。
【符号の説明】
【０１０６】
１　遊技機
１０　操作手段
４０　押しボタン（別の操作手段）
５０　可動役物（別の可動体）
８０　識別図柄
９１　表示装置
９１１　表示領域
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